
 

 

 

 

世界の医療団日本、相双に新しい精神科医療保健福祉システムをつくる会 

過去 7年間の「福島こころのケアの実践と教訓」を発表 

 

2019年3月11日、東京・福島 世界の医療団日本（理事長：ガエル・オスタン）と相双に新

しい精神科医療保健福祉システムをつくる会（なごみ、理事長：大川貴子）は、7年にわた

る福島県相双地区での協働の経験によって編み出された包括的なこころのケアのノウハウ

とパートナーシップの教訓を広く共有する目的で、冊子「福島のこころのケア：実践と教訓」

を発表します。 

 

東日本大震災後 8年経てども、終わりの見えない原子力災害の影響で、福島のこころのケア

のニーズは時とともに変遷し複雑化してきました。被災から復興の過程で地域のつながり

が分断されてしまった浜通り地区では、生活基盤や周囲の環境の激変や度重なる移転のス

トレスや疲労だけでなく、帰還先や避難先で多様な背景を背負ってくる人々と新たにコミ

ュニティを築いていかねばならず、住民は大きな精神的、心理的、社会的な負担を経験しま

す。 

 

一方では、原子力災害に起因する子育て世代の専門家の県外流出が著しい福島では、肥

大するニーズに対して保健医療福祉人材が慢性的な支援者不足に陥っています。全国的

にも保健医療福祉分野の人手不足が深刻化する中、福島県沿岸部では中長期的な保健医

療福祉人材の育成、確保、定着に取り組みつつも、短期的には県内外からの人材派遣に

頼らざるを得ません。 

 

福島におけるこころのケアのニーズは、天災に起因するものとは異なり、長期化する 

復興の過程において新たな課題が提起されます。2012年初めより、世界の医療団となご

みは地域の主体性を重んじつつ、外部の知見やスキルを導入する協働体制を組み、当事

者の意思を尊重し、個々人に寄り添った包括的で柔軟な支援を心掛けてきました。 

 

災害直後のこころのケアの手法については、「サイコロジカル・ファーストエイド」の

ようなガイドがあるものの長期化する災害、またその復興の段階におけるこころのケア

についての著作は多くありません。「福島のこころのケア：実践と教訓」は、避難指示

解除が続く被災地で帰還先、避難先で今後も必要とされるこころのケアのニーズに応え

ると同時に、福島を越えて、今後も発生しうる災害の被災者に対するこころの復興に資

するものと期待されます。また、本冊子は、復興の過程における地域の保健医療福祉機 



 

 

 

 

関と外部支援団体の連携のあり方を考察し、震災後10年の節目が迫る中、被災3県にお

けるこころのケアを支える恒常的な支援体制の議論に一石を投じるものです。 

 

なごみ理事長 大川貴子 

「地震・津波・原子力災害という幾重もの被害を受け、かつ精神科医療が崩壊してしまった

相双地区において、なごみは地域のニーズを把握しながら、精神医療、保健、福祉に関する

新しい支援システムの構築を目指し活動しています。世界の医療団との協働活動を行なう

ことで得られた教訓を、多くの皆さまと共有し、様々な場で活用頂ければと思います」 

 

世界の医療団日本 事務局長 畔柳奈緒 

「世界の医療団はなごみの理念に共感し、地域の支援者自身が主体的に取り組む復興の過

程に関与し、緊急援助から復興まで当事者に寄り添った切れ目のない支援を心掛けてきま

した。震災後10年を控え、今、外部支援団体として役割やビジョンが改めて問われていま

す」 

 

「福島のこころのケア：教訓と実践」2019 年 3 月発行 

執筆・編集・発行 

世界の医療団 

相双に新しい精神科医療保健福祉システムをつくる会(なごみ) 

ダウンロードはこちらから： 

https://www.mdm.or.jp/mdm/cont/uploads/2019/03/fukushima_cocoro.pdf 

 

 

お問い合わせ先： 

特定非営利活動法人 メドゥサン・デュ・モンド・ジャポン（認定NPO法人）  

広報マネージャー/証言活動担当 石川  

TEL: 03-3585-6436  

Email: ishikawa@mdm.or.jp 

――― 

特定非営利活動法人 相双に新しい精神科医療保健福祉システムをつくる会 

相馬広域こころのケアセンターなごみ センター長 米倉 

TEL: 0244-26-9353  

Email: yonekura-k@soso-cocoro.jp 
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